
全国「和食」連絡会議 第８回交流会

『１２０４ 和食セッション』～次代に繋ぐ和食の集い～

１３：３０ 開会挨拶・議長宣言

和食文化国民会議 理事 兼 全国「和食」連絡会議 議長／服部幸應

(服部学園理事長、日本食育インストラクター協会理事長)

１３：４５ 講演「和食における漆器の役割」

１６：３０ 閉会挨拶 和食文化国民会議 専務理事／岡村弘孝

開催概要
２０２２年12月4日（日）13:30～16:30（13:00 受付開始）

東京藝術大学名誉教授、 日展理事 ／ 三田村有純氏

東京都千代田区平河町2-7-9 JA共済ビル1階（地下鉄「永田町駅」徒歩2分）

※感染リスクを考慮しての開催となります。ご協力をお願い申し上げます。

①会場開催／JA共済ビル カンファレンスホール

講演 ｢家庭の茶碗
～和食がたどった道、それは食器とともに～」

１４：４５

日本陶彩株式会社 代表取締役社長 ／ 大江純正氏

来賓挨拶

農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部 外食・食文化課

食文化室長／永濵 享氏

参加無料

◆申込方法

① E-Mail：info@washokujapan.jp

② Fax：03-5817-4916

参加申込先

◆お問い合わせ：一般社団法人 和食文化国民会議事務局 Tel：03-5817-4915

（参加費：無料）

１５：４５ ワークセッション 「家庭に和食器を」

家庭の食卓で使ってみたい漆器、陶磁器を手に取って、その良さを再認識していた

だきたいと思います。講演登壇者、出展者の方々に質問し、意見交換してください。

一部、販売も予定しています。

※講演及びワークセッションは諸般の事情により、 内容が変更となる場合があります。

※参加方法

１．お申し込み期限：2022年11月25日(金)
２．会場参加は、定員100名に達しましたら受付を終了させていただきます。

当日はマスクの着用をお願いします。また、発熱等体調不良の方は入場を

ご遠慮いただきます。

３．インターネット配信参加の場合はメールアドレスが必須です。

Ｚｏｏｍウェビナーでの開催となります。開催が近づきましたら、視聴の

ためのＵＲＬをいただいたメールアドレスにご連絡いたします。

※裏面の申込書に氏名、連絡先（メールアドレス、FAX番号）

参加方法を記入し、上記①②の方法でお申し込み下さい。

※個人情報は当該業務の遂行・運営の為に使用し、厳重に管理

致します。

ご飯を食べる時の食器は飯茶碗と呼び磁器が多いですが、歴史の中では木製漆塗りの
漆椀でした。お箸を横向きに置くのは結界です。自分の命のために相手の命をいただ
く、そのためにお箸を持ち上げて結界を解くのです。

焼き物は縄文以来歴史も長く、全国各地の窯場で産地特有の持ち味が醸成され伝統・
技術となっています。そして喫茶・懐石の登場により、食器も我が国独自の発展をし
ました。器を愛でるファンは多いと言え、まずは家庭の食卓で、「和食」と一体のも
のとして味わい楽しんで欲しいと思います。

②インターネット同時配信（Ｚｏｏｍウェビナー開催）

日本漆器協同組合連合会
日本陶彩株式会社
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